
病理報告書の既読率向上と

予期せぬ所見への対応

病理診断科
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QI活動報告



はじめに

病理診断報告を含む画
像診断報告書の対応は
当院の重点的QIに掲げ
られております。



２０２４年度の報告

組織診断報告書 全件既読 2025.4.21確認

細胞診断報告書 全件既読 2025.8.15確認



２０２５年度現状報告

組織診断報告書 ２０２５.8月診断分まで既読確認

細胞診断報告書 ２０２５.4月診断分まで既読確認
未読残件数 5月分 6件 ６月分 3件

7月分 29件 ８月分 60件

（2025.9.30現在）
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病理組織診断未読件数

2023年度 2024年度 2025年度

月平均

2023年度 21.7件

2024年度 17.6件

2025年度 12.6件

病理組織診断報告書未読対応件数



細胞診断報告書

２０１５年度から陽性例のみ対応を行っていた。
→診断・治療目的に行われて、ただちに臨床的対応が必要な症例

２０２３年度から陽性例と入院患者分について対応を行う。
→入院中に陽性・陰性が確認することは臨床的に価値がある。

理解を得られ組織診と同等の既読管理が行えた。

２０２４年度から全件対応を行う。
→残る外来陰性例について。
・件数が多い
・対応リストにも陰性例と明記されており対応を急ぐ必要がなく、
次回外来時に確認をしても臨床的対応は可能と判断できる。

Negative factorが存在する中、臨床各科の既読へ重要性の認識が高まり既読率が向上している。



まとめ＆今後の課題

病理組織診断報告書
未読分の対応件数が減少傾向にあり、改善が認められた。

細胞診断報告書
2024年度から未着手だった外来陰性分の報告書既読向上への取り組みを始め、
2025年８月15日に全件既読となったことを確認しました。

・病院全体で報告書の既読対応へ取り組みが浸透しつつあり、既読までの期間
短縮が認められます。

・次年度までには画像診断既読管理で導入されておりますCITAの導入が決定
されており更なる適正管理に向けて活動していく。
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